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市教育委員会『国東の文化財探訪』より

出国してローマに到達するまで５年、ローマを出発し

て帰国するまで８年の歳月を費やしました。「司祭に

なって人々を救う」という思いを胸に、ペトロ・カス

イ岐部は壮大な冒険を成し遂げたのです。

　ペトロ・カスイ岐部（ペトロは洗礼名、カスイは号）は1587年に国見

町で生まれ、イエズス会によって南島原市（長崎県）に設置された

神学校を卒業しました。ところが、キリスト教を警戒した江戸幕府の

禁教令によって国内での勉学が困難になったため、1615年にマカ

オに出国します。しかし、マカオでは司祭になる道が閉ざされてし

まったため、望みをかけてローマに向けて旅立ちました。

　ペトロ・カスイ岐部は、インドを経由してアラビア半島を渡り、聖地

エルサレムの巡礼を果たします。そして1620年にローマに到着し、

ラテラノ教会で念願の司祭になりました。夢を叶えたペトロ・カスイ岐

部は、迫害に苦しむ日本のキリシタンを救うため、帰国を決意しま

す。数々の苦難を乗り越えて坊津（鹿児島県）に帰着し、15年ぶり

に日本の土を踏みました。

　帰国後、東北地方で布教を行っていたペトロ・カスイ岐部です

が、幕府のキリシタン迫害はより激しくなっており、1639年に仙台領

（岩手県）で捕らえられてしまいます。厳しい拷問を受け棄教を迫ら

れましたが、最期まで信念を貫き通して殉教しました。

　2007年、その徳と聖性を認められ、ペトロ・カスイ岐部はカトリック

教会から福者に列せられました。400年の時を経て、ペトロ・カスイ岐

部の生き方は、多くの人々の尊敬を集めています。

ペトロ・カスイ岐部（1587～1639）

信念を貫いた殉教者

特
集

熊毛小の１～３年生の皆さん（ペトロ・カスイ岐部神父記念公園）

ペトロ・カスイ岐部の旅

　
江
戸
時
代
初
期
、交
通
が
未
発
達
で
、旅

に
は
大
き
な
危
険
が
伴
っ
た
時
代
の
こ
と
で

す
。「
キ
リ
ス
ト
教
を
学
び
、司
祭
に
な
る
」

と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
、イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー

マ
に
た
ど
り
着
い
た
日
本
人
が
い
ま
し
た
。

国
見
町
に
生
ま
れ
た
、ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部

で
す
。
近
世
初
頭
で
最
も
広
い
世
界
を
見

た
日
本
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
６
２
０
年
、ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
は
ロ
ー

マ
で
司
祭
に
叙
階
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

そ
の
叙
階
か
ら
４
０
０
年
目
に
当
た
り
ま

す
。こ
の
機
会
に
、郷
土
の
偉
人
で
あ
る
ペ
ト

ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
試
練
を
乗
り
越
え
、信
念
を
貫
い

た
、そ
の
気
高
い
人
生
。
現
代
を
生
き
る
私

た
ち
に
、困
難
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

（
注
）キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
、司
祭

等
の
聖
職
位
を
授
け
る
こ
と
。

（
注
）

司
祭
叙
階

　

 
年
４００

じ
ょ

　
　
　か
い

ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部

特集
じょかい

ペトロ・カスイ岐部  司祭叙階４００年
教
育
の
里
だ
よ
り 

拡
大
版

1646年にローマで出版された『日本の精華』

で紹介されたペトロ・カスイ岐部の肖像
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